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１．2006年3月期実績
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主要経営指標

業績概況（連結） [4月～3月]
金額単位： 億円

売上高

営業利益

経常利益

一株当たり当期純利益

2006年3月期
実績

前期比
伸び率

－

－

増 減売上高比

当期純利益

2,307 △107 △4.5%

100 4.3%

102 4.5%
△14
△14

△12.7%

△12.0%

1,322
985

57.3%
42.7% △95 △8.8%

△12 △0.9%

108.33 ＋29.06 ＋36.7%

59 2.6% ＋15 ＋36.5%

フリーキャッシュフロー －＋104 ＋157 －

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ

(円)
※

※当社は2004年5月20日をもって１株につき２株の割合で株式分割を実施いたしました。当指標については

比較を容易にするため、2005年3月期期首に分割されたものとして記載しております。
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売上高増減（対前期比）

・保守注力領域／運用サポートは拡大するも、サプライ／システム展開伸びず

2,307
億円

2006年3月期
売上高実績

2005年3月期
売上高実績

前期比 △107億円(△4.5%)

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

2,415
億円

＋11

＋12 △28

【ｻﾌﾟﾗｲ】：△17
・前期の大型案件の反動による減
【ｼｽﾃﾑ展開】：△12
・競争激化による受注単価の低下に
伴う減

△64

△51 ＋9

【保守注力領域】：＋20
・IT/NW統合領域取込（+10）
・ｿﾌﾄｻﾎﾟｰﾄの拡大等（+10）

【保守既存領域】：△115
・製品品質向上による
修理ｻｰﾋﾞｽ減（△54）
・ｵｰﾌﾟﾝ化の進展による
保守契約減（△61）

＋4

【運用ｻﾎﾟｰﾄ】：＋16
・ｉＳｏｌｕｔｉｏｎ拠点の活用効果等
による運用ｻﾎﾟｰﾄの増

△1

上半期

下半期
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1,109 996 883 881

1,115
1,115 1,167 1,076

282
390
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304
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０３年度実績 ０４年度実績 ０５年度計画 ０５年度実績

売上高増減（対計画比）

・注力領域前期比１１５％伸長するも、計画値に届かず
・フィールディングソリューション（ＦＳ）既存領域計画値大幅未達
・プロアクティブメンテナンス（ＰＭ）既存領域は減収幅想定内

２，５０６ ２，４１５ ２，４４０ ２，３０７

△１１３ △１１３ △２

±０
△９１

＋５２

＋２２ ＋８６ △４０

１１５％

注力領域
（保守注力＋運用サポート＋
セキュリティ／ＶｏＩＰ）

ＰＭ既存領域

ＦＳ既存領域

億円
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経常利益増減（対前期比）

・内工化などによりﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝで増益
・売上減の影響で前期比減益

2006年3月期
経常利益実績

2005年3月期
経常利益実績

102
億円

前期比 △14億円(△12.0%)116
億円

△1
＋9△24

＋1

＋1
上半期

下半期

70

46
△13

修理／保守にお
ける売上減と価格
下落の影響によ
る利益減

＋12
＋1

上半期

47

下半期

55
保守注力

領域の売

上増による

利益増

ＦＳの利益率改善に
よる利益増

全社共通
費/営業外
損益増減

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ
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53%
55% 55%

59%

11.6%

16.2%

14 .1%

12.3%

4 .1%
3 .2% 3 .9%

5 .8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

０３年度実績 ０４年度実績 ０５年度上期 ０５年度下期 ０５年度実績
0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益率／売上比率推移

・ＦＳの下半期利益率は大幅改善（上半期比＋１．９％）

・ＦＳ売上比率増加傾向継続

△０．９%

△０．７%

＋１．９%

△２．1%

△１．8%

＋０．７%

11.9%

4.9%

ＰＭ売上比率

ＰＭ営業
利益率

ＦＳ売上比率

ＦＳ営業
利益率

売上比率 営業利益率

営業利益率は
共通費控除前
の数値で算出。
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140
営業活動ＣＦ

投資活動ＣＦ

フリーＣＦ

2006年
3月期

前期比
増減

営業活動によるＣＦ

投資活動によるＣＦ

財務活動によるＣＦ

現金及び現金同等物残高

＋131
＋92

△16
＋116

△4
＋88

＋20

＋142

キャッシュ・フロー

うち税引前利益
フリーＣＦ

△53億円

△27 ＋14

フリーＣＦ

＋104億円金額単位： 億円

２００６年
３月期実績

２００５年
３月期実績

うち法人税等

うち運転資金等

△1
＋40

＋70
＋52

・フリーキャッシュフロー１０４・フリーキャッシュフロー１０４億円（前期比億円（前期比１５７１５７億円増）億円増）

キャッシュ･フローキャッシュ･フロー
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1,233億
1,278億

666億
667億

567億
609億

バランスシート

2005年3月期 2006年3月期

資産の部 負債の部

資本の部

・現金及び

現金同等物 ：＋８８億

・受取手形及び売掛金
：△５６億

・前払年金費用 ：＋１７億

・繰延税金資産 ：△１８億

・支払手形及び買掛金：△２０億
・退職給付引当金 ：＋ ９億
・未払費用 ：△ ３億
・未払法人税等 ：＋２０億

・利益剰余金：＋４２億

株主資本比率

47.7％
（前期比：＋1.7 ｐｔ）

流動比率

202.7％
（前期比：＋10.8 ｐｔ）

・株主資本比率の着実な改善（前期比＋１．７％）

バランスシートバランスシート
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上半期トピックス

＊営業～運用迄の一貫体制（東西システムサービス事業部）
＊サービス分類の枠を越えた協業／連携事業拡大（マーケティング本部）
＊ＣＳ／ＣＳＲ／人材戦略の遂行（ＣＳ経営推進部／ＣＳＲ推進部／教育部）

成長を推進する新体制の構築(４月)

＊大和ｲﾝﾍﾞｽﾀｰﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ「インターネットＩＲサイトの優秀企業」に３年連続で選出（４月）
＊「ＦＴＳＥ４ＧｏｏｄＧｌｏｂａｌＩｎｄｅｘ」銘柄に継続採用（８月）

ＣＳＲ活動に対する高評価の継続（４月、８月）

＊内工化を促進する「ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾄｸﾙｰ株式会社」が７２名体制で営業開始（４月）
＊中国での事業拡大に向けた合弁会社「ＮＥＣ飛鼎克信息技術服務（北京）有限公司」
営業開始（５月）

子会社の営業開始（４月、５月）

＊ビジュアルテクノロジー（株）と高性能サーバの保守サービスで協業（７月）
＊アイ・オーデータ機器とＰＣ用液晶ディスプレイの保守サービス分野で協業（７月）
＊ＩＴＩＬに基づくＩＴシステム運用を実現するため「ＩＴマネジメントサービス」を提供開始（７月）

事業拡大に向けた協業／新サービスの展開（７月）

＊宮城県沖地震で対策本部設置（９月）
＊台風１４号災害対策（９月）

自然災害に対する迅速な対応（９月）
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下半期トピックス

「「ＩＳＯ２００００」の認証を保守ｻｰﾋﾞｽ領域で取得ＩＳＯ２００００」の認証を保守ｻｰﾋﾞｽ領域で取得（（２２月）月）
＊ＩＴﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの国際規格「ISO20000」の認証を保守ｻｰﾋﾞｽの領域で取得。
＊認証範囲は世界でも最大ｸﾗｽの約 3千名規模。
＊600名以上のITILﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ資格取得者の育成や、
保守ｻｰﾋﾞｽにおけるITIL導入の推進などへの継続
した取り組みと成果が認められた。

経営トピックス

Ｃ Ｓ

顧客満足度調査で顧客満足度調査でＶ４達成Ｖ４達成((１１１１月月))

ヘルプデスク業務においてヘルプデスク業務において「「BS7799BS7799--22」を取得」を取得((１１月１１月))

＊｢ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ顧客満足度調査（J.D.ﾊﾟﾜｰ ｱｼﾞｱ･ﾊﾟｼﾌｨｯｸ社）｣の保守･ｻﾎﾟｰﾄ において

４年連続Ｎｏ．１を獲得。

＊iＳｏｌｕｔｉｏｎ拠点での業務に加え、ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ業務においても、ｾｷｭﾘﾃｨ管理ｼｽﾃﾑの国際規格

「BS7799-2：2002」を取得。

※「ＩＴＩＬ」＝ＩＴｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄのﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽ集
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下半期トピックス

成 長

ＣＳＲ

マツダにＩＴＩＬをベースとした運用管理サービスを提供マツダにＩＴＩＬをベースとした運用管理サービスを提供((１１月１１月))
＊ ITILﾍﾞｰｽの運用でお客様の運用ｺｽﾄを削減するとともに、ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙを向上。

安心・安全を提供するサービスメニューの強化安心・安全を提供するサービスメニューの強化
＊ＨＤＤからの情報漏洩防止装置「Ｌｏｃｋ-ｉｔ！」（１０月）／個人情報の存在を明らかにする個人情報
検出サービス（１０月）／データを暗号化してバックアップするセキュアバックアップシステム構築
サービス（１２月）／障害HDDからデータを抽出しＨＤＤに復旧して返却するＨＤＤ復旧サービス（２月）
／NWセキュリティを強化する統合アプライアンス製品｢SonicWALL｣の運用監視サービス（２月）

＊保守サービスの受付窓口であるコールセンター業務が評価され、ＣＲＭ協議会が選定する
「２００５年度ＣＲＭベストプラクティス賞」を受賞。

「２００５年度ＣＲＭベストプラクティス賞」を受賞「２００５年度ＣＲＭベストプラクティス賞」を受賞（１１月）（１１月）

事業拡大に向けた協業の展開事業拡大に向けた協業の展開
＊プラスビジョンとコピーボード（電子黒板）のアフターサポートサービス領域で協業（３月）

＊バッファローとＬＡＮ接続ＨＤＤの保守サービスで協業（３月）
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２．２００７年３月期見通し
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996 881 790

1,115
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350 425
304

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

０４年度実績 ０５年度実績 ０６年度計画

２．１ 売上高計画

注力領域と大型展開案件の着実な遂行により、
２００５年度比２％増の２，３５０億を計画

・ｵｰﾌﾟﾝ化進行・HW品質向上に
よるHW保守の売上減
・品質向上一段落で売上減少幅
は縮小見込み

△１１５
△９１

△３９ ＋５９

・大型展開案件（＋４０億程度）
・ｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞ・導入展開増
（＋２０億程度）

＋４６
＋７５（１２１％）

経営資源集中による
注力領域の売上拡大２，４１５

２，３０７ ２，３５０
１２０％前後の
成長継続

市場成長並の
売上増

１０４～１０５％

オープン化進展／
品質向上による
売上減は緩やかに

注力領域
（保守注力＋
運用サポート＋
ｾｷｭﾘﾃｨ/VoIP）

ＰＭ既存領域

ＦＳ既存領域

億円
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16 .0%

２．２ 利益計画

・ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽは営業利益率１０％以上を確保
・ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝは営業利益率改善、増益傾向継続。

但し、０６年度は大型展開案件増加により利益率若干悪化

・安定／堅実な成長に向けた戦略投資継続

約１１％

約４．５％

今後

大型案件

ＰＭ売上比率

ＰＭ営業
利益率

ＦＳ売上比率

ＦＳ営業
利益率

売上比率 営業利益率

営業利益率は
共通費控除前
の数値で算出。
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経常利益計画（対前期比）

2007年3月期
経常利益見通し

2006年3期
経常利益実績

+23 △２２ 80億

102億

・ｺｽﾄ低減活動強化、高付加価値ｻｰﾋﾞｽ展開

・戦略投資の継続

＋２

△25

ＰＭ売上減
見合い

ＦＳ売上増

見合い

戦略投資増
・新ＩＴシステム（TrustV)
・セキュリティ
・業務集中化
・ｉＳｏｌｕｔｉｏｎセンタ
・資産効率化

◆コスト低減活動強化
・内工化促進
・業務集中化による効率化
・保守部材費／資材費削減

◆高付加価値ｻｰﾋﾞｽ
・ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ体制強化
・新ｻｰﾋﾞｽ創出
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ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽでの利益とﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽでの利益と
ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝでの利益率を確保ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝでの利益率を確保

１．保守サービス価格体系の見直し

・保守期限切れ装置の保守部品有償化
・オープン製品の保守価格を装置価格基準からサービスレベル基準に

２．３ 重点施策：原価低減活動の継続・強化

２．業務集中による効率化
・受注～検収事務作業の集中処理（営業事務センタ）による営業の間接業務削減とSOX法対応

・障害率の高い流通端末等の保守作業専任・専門化で作業効率改善

・ＣＥｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞを支店単位から地域単位へ広域化（広域ﾃﾞｨｽﾊﾟｯﾁｾﾝﾀ)し支店業務効率化

３．内工化促進継続（３００名規模：６，０００名体制）
・新ＩＴシステム（ＴｒｕｓｔＶ）本格稼働により一般職を営業などの直接要員化

・ＦＳＣへの転籍人員加速（雇用延長者を含む）

・システム展開作業などスポット作業を支援する要員をスタフ部門でプール化

４．保守部材費／資材費削減
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保守売上減をカバーする売上増の確保（＋１３０億）

注力領域の売上拡大加速

２．人材の強化
・ｾｷｭﾘﾃｨ／IT・NW統合領域の人材教育・育成（公認ｾｷｭﾘﾃｨ監査人(15名)、ﾈｯﾄﾜｰｸ領域(100名)等）

・NECｸﾞﾙｰﾌﾟ会社（ＮＥＳ／ＮＥＣＳＴ／マグナス等）との人材交流、ｿﾌﾄｻﾎﾟｰﾄ/運用ｻﾎﾟｰﾄ力強化

３．新サービスの創出

１．ワンストップサポート体制の強化

・当社ノウハウをベースとしたサービス
・危機管理（災害リスク／事業継続性）ソリューション ・ＣＳＲ活動支援サービス（エコ／グリーン／ユニバーサル）

・顧客ニーズが引き続き高いセキュリティ／ＩＴ・ＮＷ統合領域のサービス
・ITシステム脆弱性診断サービス ・ＩＰコミュニケーションシステム構築サービス

・大型展開案件を全社一丸体制で確実に遂行

・統合運用サポートセンタ（ＩＴＩＬベースの統合サポートサービス）による高品質な運用サービス提供

・ＴｒｕｓｔＶ顧客管理機能を活用した受注・営業活動の効率的推進

・マーケティング本部主導の協業加速（０５年度成約３８件→１．７倍目標）
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ＣＳ向上とＣＳＲ浸透

ＣＳＣＳ Ｎｏ．１の堅持とリスク発現“０”Ｎｏ．１の堅持とリスク発現“０”

１．“個”客別／機種別ＣＳ管理の強化

・ＣＳＭＰ（Customer Support level Management Program)活動の推進
・サーバ系機種の保守工数、スキルの重点配備、顧客別ＣＥ配置
・故障の多い流通端末、小型プリンタ、ＡＴＭ等での保守集中化と品質向上提案活動

２．ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ領域でのＣＳ ＫＰＩ管理整備
・顧客情報／ｻｰﾋﾞｽ情報をＰＭとＦＳで一元管理

・ＰＭと同等ﾚﾍﾞﾙのＫＰＩをＦＳでも設定、管理

３．情報漏洩防止、内部統制強化

・ＳＯＸ法への対応により、不正・人為ミスを撲滅する仕組み作り

・システマチックな情報漏洩防御システム構築・運用（暗号化、情報一元管理など）

・一人ひとりの危機感醸成（規程整備、意識啓発、教育など）

４．環境保護活動、社会貢献活動の継続とレベルアップ
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２．４ 主 要 経 営 指 標
金額単位： 億円

売上高

営業利益

経常利益

一株当たり当期純利益

2007年3月期
通期見通し

(円)

売上高比

当期純利益

一株当たり配当金

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ

－

－

2,350

80 3.4%

80 3.4%

1,420

930

60.4%

39.6%

40 1.7%

－30

前期比

伸び率増 減

＋42 ＋1.8%

△20

△22

△20.0%

△22.2%

△55 △5.6%

＋97 ＋7.4%

△34.99

△19

売上高比

－

－

4.3%

4.5%

57.3%

42.7%

2.6%

－

2,307

100

102

1,322

985

108.33

59

30

2006年3月期
実績

(円)
±0 0%

73.34 △32.3%

△32.5%
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資料についてのご注意

本資料に記載いたしました認識､戦略､計画などのうち､将来の動向や業績等に関する見通し

は､歴史的事実でないために､不確定な要因を含んでおります。

実際の業績は､さまざまな要因により見通しとは大きく異なる結果となる可能性があることをご

了承願います。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因には､当社の事業を取り巻く経済情勢､社会的動向､

当社の提供するサービス等に対する需要動向による相対的競争力の変化などがあります。なお､

業績に影響を与えうる重要な要因は､これらに限定されるものではありません。


